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更
新

手
塚
治
虫
作
品
集
そ
の

―
『
手
塚
治
虫
極
め
つ
き
一
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
』

19

は
じ
め
に

二
〇
〇
九
年
十
月
、
角
川
書
店
が
「
永
遠
の
感
動
！
手
塚
漫
画
の
ク
ロ
ニ
カ
ル
。
」
と
銘
う
っ
て
、
「
時
代
と
人
間

を
見
据
え
た
渾
身
作
を
厳
選
。
生
誕

年
を
期
し
て
編
纂
し
た
手
塚
治
虫
の
昭
和
史
永
久
保
存
版
！
」
。
「
本
人
に
よ

80

る
自
己
紹
介
、
好
き
な
言
葉
、
い
ち
ば
ん
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、
こ
わ
か
っ
た
こ
と
…
、
一
週
間
の
献
立
表
、
映
画
、

音
楽
ほ
か
好
き
な
作
品
ラ
ン
キ
ン
グ
、
知
ら
れ
ざ
る
カ
ッ
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
―
な
ど
。
秘
蔵
コ
ラ
ム
満
載
！
」
と
し

て
、
『
手
塚
治
虫
極
め
つ
き
一
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
』
と
い
う
書
物
が
刊
行
さ
れ
た
。

角
川
書
店
は
さ
ら
に
、

と
し
て
、
映
画
「

」

月

日
（
土
）
全
国
ロ

T
E
Z
U
K
A
O
S
A
M
U
80
th

A
T
O
M

10

10

ー
ド
シ
ョ
ー
を
展
開
し
た
。
「

／
ア
ト
ム
」
手
塚
治
虫
の
名
作
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
が
フ
ル

で
映
画
化
！

A
T
O
M

C
G

新
し
い
ア
ト
ム
が
世
界
を
変
え
る
！
声
…
ア
ト
ム
＝
上
戸
彩
、
テ
ン
マ
博
士
＝
役
所
広
司
が
担
当
し
て
い
る
。

●
つ
ば
さ
文
庫
「
ア
ト
ム
」
河
井
直
子
＝
訳
映
画
「

」
を
完
全
ノ
ベ
ラ
イ
ズ

A
T
O
M

●
つ
ば
さ
文
庫
「
ア
ト
ム
大
使
」
大
塚
英
志
＝
著

鉄
腕
ア
ト
ム
の
原
点
が
小
説
に

●
単
行
本
コ
ミ
ッ
ク
ス
「
ア
ト
ム
ち
ゃ
ん
」
西
島
大
介
＝
著

フ
ァ
ン
シ
ー
・
ア
ト
ム
・
コ
ミ
ッ
ク

●
角
川
文
庫
「
ア
ト
ム
の
命
題
」
大
塚
英
志
＝
著

ア
ト
ム
か
ら
読
み
解
く
戦
後
ま
ん
が
論

●
単
行
本
コ
ミ
ッ
ク
ス
「
手
塚
治
虫
極
め
つ
き
一
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
」

ア
ト
ム
か
ら
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ま
で
手
塚
治
虫
傑
作
短
編
集

●
単
行
本
コ
ミ
ッ
ク
ス
「
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
鉄
腕
ア
ト
ム
」
ア
ト
ム
入
門
書
決
定
版
！
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★
月
刊
ケ
ロ
ケ
ロ
エ
ー
ス
「
青
騎
士
」
姫
川
明
＝
著

ア
ト
ム
・
リ
メ
イ
ク
・
コ
ミ
ッ
ク
好
評
連
載
中
！

『
手
塚
治
虫
極
め
つ
き
一
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
』
の
目
次

『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
電
光
人
間
の
卷
003

『
漫
画
生
物
學
』
048

ラ
イ
オ
ン
ブ
ッ
ク
ス
『
狂
っ
た
国
境
』
057

『
ミ
ニ
ヨ
ン
』
086

『
未
来
を
の
ぞ
く
３
人
』
096

『
光
線
銃
レ
イ
・
ガ
ン
ジ
ャ
ア
ッ
ク
』
105

『
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
』
ボ
ク
シ
ン
グ
の
卷
123

『

囊

』

ふ
く
ろ

153

『
眼

.

ア
イ
エ
ル
』

I
L

169

『
空
気
の
底
、
猫
の
血
』
189

『
敷
金
ナ
シ
！
サ
イ
テ
イ
招
待
席
』
217

『
ザ
・
ク
レ
イ
タ
ー
、
オ
ク
チ
ン
の
奇
怪
な
体
験
』
243

『
ガ
チ
ャ
ボ
イ
一
代
記
』
275

『
ト
キ
ワ
荘
物
語
』
318

『
ド
オ
ベ
ル
マ
ンD

A
U

B
ER

M
A

N

』
327

ラ
イ
オ
ン
ブ
ッ
ク
ス
『
安
達
が
原
』
360
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新
・
聊
齋
志
異
『
女
郎
蜘
蛛
』
418

ラ
イ
オ
ン
ブ
ッ
ク
ス
『
モ
モ
ン
ガ
の
ム
サ
』
469

『
ふ
し
ぎ
な
メ
ル
モ
』
学
芸
会
の
卷
527

『
サ
ロ
メ
の
唇
』
535

『
ペ
ー
タ
ー
キ
ュ
リ
テ
ン
の
記
録
』
555

『
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
の
息
子
』
607

『
惡
右
衛
門
』

あ
く
う
え
も
ん

639

『
三
つ
目
が
と
お
る
』
三
つ
目
登
場
739

『B
LA

C
K

JA
C

K

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
』
ふ
た
り
の
黒
い
医
者
769

『
雨
ふ
り
小
僧
』
787

『
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼW

O
B

B
IT

ウ
オ
ビ
ッ
ト
』
819

『
る
ん
は
風
の
中
』
867

七
色
い
ん
こ
『
ベ
ニ
ス
の
商
人
』
903

『
ダ
リ
と
の
再
会
』
923

『
山
の
彼
方
の
空
紅
く
』

あ
な
た

あ
か

955

『M
ID

N
IG

H
T

ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
』
中
国
残
留
孤
児
987

『
手
塚
治
虫
極
め
つ
き
一
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
』
の
内
容
―
会
話
文
集
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○
ア
ト
ム
「
ね
、
き
み
、
ス
カ
ン
ク
は
東
京
の
ダ
ニ
な
ん
だ
よ
。
あ
い
つ
が
わ
る
い
こ
と
を
し
て
る
か
ぎ
り
み
ん
な
し

あ
わ
せ
に
な
ら
な
い
ん
だ
」
。
電
光
人
間
「
ダ
ニ
ッ
テ
、
ナ
ア
ニ
」
〔

頁
〕

27

小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
に
、

だ
に
【
壁
蝨
・
腋
・
覓
】〔
名
〕
①
（
古
く
は
「
た
に
」
か
）
ク
モ
綱
ダ
ニ
目
に
属
す
る
節
足
動
物
の
総
称
。
体
長
は
、

大
で
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
小
は
〇
・
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
微
小
種
。
体
は
一
般
に
退
化
し
た
構
造
を
も
ち
、

頭
胸
部
と
腹
部
は
癒
着
し
て
境
界
は
見
え
な
い
。
ふ
つ
う
、
幼
虫
の
足
は
三
対
で
、
成
虫
に
な
る
と
四
対
に
な
る
。
体

の
前
端
に
あ
る
口
器
に
は
、
種
類
に
よ
っ
て
形
の
異
な
る
鋏

角
が
あ
り
、
吸
血
な
ど
に
用
い
る
。
自
然
界
に
広
く
分

き
よ
う
か
く

布
。
人
間
や
家
畜
に
寄
生
す
る
マ
ダ
ニ
・
ツ
ツ
ガ
ム
シ
、
淡
水
に
す
む
ミ
ズ
ダ
ニ
、
海
産
の
ウ
シ
オ
ダ
ニ
、
食
品
に
つ

く
コ
ナ
ダ
ニ
や
サ
ト
ウ
ダ
ニ
の
ほ
か
、
農
作
物
や
樹
木
を
害
す
る
ハ
ダ
ニ
な
ど
種
類
は
き
わ
め
て
多
く
一
万
種
を
超
え

る
と
さ
れ
る
。
人
体
に
は
皮
膚
に
寄
生
し
て
吸
血
し
、
不
快
感
を
与
え
る
ほ
か
特
殊
な
病
気
を
媒
介
す
る
。
日
本
か
ら

は
約
一
八
〇
〇
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
学
名
はA

carina

《
季
・
夏
》
＊
十
巻
本
和
名
抄
〔
九
三
四
頃
〕
八
「
覓

野
王
案
〈
如
税
反

惜
与
同

太
邇
〉
今
有
小
虫
善
齧
人
謂
之
含
毒
即
是
」
＊
名
語
記
〔
一
二
七
五
〕
四
「
虫
の
す
か
た
、

ひ
ら
に
ま
ろ
な
る
か
人
に
く
ひ
つ
く
を
た
に
と
な
つ
く
如
何
」
＊
米
沢
本
沙
石
集
〔
一
二
八
三
〕
五
本
・
九
「
覓
蟻
に

問
て
曰
く
、
何
か
故
そ
覓
を
覓
と
名
く
る
耶
、
な
に
の
ゆ
へ
に
た
に
を
た
え
覓
と
名
く
る
や
と
問
な
り
。
荅
ふ
、

背
せ
な
か

の
上
へ

谷

故
に
名
、
せ
な
か
の
上
く
ほ
み
て
、
覓
谷
に
似
た
る
ゆ
へ
と
云
な
り
」
＊
羅
葡
日
辞
書
〔
一
五
九
五
〕

た
に
な
る
か
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「R
ediuius

〈
略
〉T

anito

（
タ
ニ
ト
）
ユ
ウ

ム
シ
」
＊
大
和
本
草
〔
一
七
〇
九
〕
一
四
「
壁
虱
（
ダ
ニ
）」
②
転
じ

て
、
き
ら
わ
れ
者
。
＊
良
人
の
自
白
〔
一
九
〇
四
～
〇
六
〕
〈
木
下
尚
江
〉
続
・
七

・
五
「
打
抛
っ
て
置
き
な
せ
へ
、
塩
瀬
の
食

客
、
此
村
の
蝨
だ
」
③
「
た
ま
ぎ

い
さ
ふ
ら
ふ

ダ
ニ

ん
（
玉
銀
）
」
の
異
称
。
＊
雑
俳
・
柳
多
留
‐
八
〔
一
七
七
三
〕
「
だ
に
程
な
銀
で
し

う
と
め
寺
ま
い
り
」
＊
滑
稽
本
・
素
人
狂
言
紋
切
形
〔
一
八
一
四
〕
下
「
一
匁
二
分

ば
か
り
の
玉

銀
、
一
名
だ
に
と
い
ふ
や
つ
を
薄
儀
白
露
と
表
書
し
て
」
④
質
屋
を

ぎ
よ
く
ぎ
ん

い
う
、
盗
人
仲
間
の
隠
語
。〔
隠
語
輯
覧
｛
一
九
一
五
｝
〕【
語
誌
】（
１
）
古
く
は
「
た

に
」
と
語
頭
が
清
音
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
「
早
大
本
節
用
集
」
「
易
林
本
節
用

集
」
「
夢
梅
本
倭
玉
篇
」
「
元
和
二
年
古
活
字
本
沙
石
集
」
な
ど
で
は
「
だ
に
」
と
濁
る
。
し
か
し
、
今
な
お
「
た
に
」

と
い
う
方
言
も
あ
る
。
（
２
）
表
記
に
は
「
壁
蝨
」
な
ど
の
ほ
か
に
、
「
覓
」
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
蚊
や
毒
虫

を
意
味
す
る
漢
字
「
覓
」
が
日
本
で
意
味
を
変
え
て
使
わ
れ
て
き
た
中
で
、
字
体
も
崩
れ
、
俗
解
を
経
て
「
覓
」
に
変

化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
【
方
言
】
虫
、
う
じ
（
蛆
）
。
《
だ
に
》
愛
知
県
知
多
郡

570

【
語
源
説
】
玉
の
よ
う
な

形
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
タ
マ
ナ
リ
の
反
〔
名
語
記
〕
。
タ
ヒ
ラ
ミ
（
平
虫
）
の
義
〔
名
言
通
〕
。
【
発
音
】
〈
な
ま

り
〉
ダ
ギ
〔
岩
手
〕
タ
ニ
〔
岩
手
・
島
根
〕
タ
ン
〔
鹿
児
島
方
言
〕
ダ
ン
〔
島
根
・
対
馬
・
鹿
児
島
方
言
〕
〈
ア
史
〉

［
ニ
］
〈
京
ア
〉
（
ニ
）
【
辞
書
】
和
名
・
色
葉
・
名
義
・
下
学
・
和
玉
・
文
明
・
伊
京
・
明
応
・
天
正
・
饅
頭
・
黒
本

・
易
林
・
日
葡
・
書
言
・
ヘ
ボ
ン
・
言
海
【
表
記
】
【
覓
】
和
名
・
色
葉
・
名
義
・
和
玉
・
文
明
・
伊
京
・
明
応
・
天

正
・
饅
頭
・
黒
本
・
易
林
・
書
言
【
腋
】
色
葉
・
名
義
・
和
玉
【
豆
】
下
学
・
和
玉
【
含
毒
】
色
葉
【
盗
】
和
玉
【
鹿
】

書
言
【
木
虱
】
ヘ
ボ
ン

○
お
茶
の
水
博
士
「
エ
ク
ト
サ
イ
コ
ス
コ
ー
プ
と
い
う
の
が
こ
れ
の
名
じ
ゃ
」
「
こ
れ
は
ね
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
、
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人
の
頭
の
働
き
を
そ
の
ま
ま
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
だ
す
機
械
じ
ゃ
」
「
人
の
思
っ
て
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
思
い
出
な
ん

か
も
複
雑
な
感
応
装
置
で
目
の
前
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
」
〔

頁
〕

33

○
ミ
ニ
ヨ
ン
の
歌
「
き
み
よ
、
知
る
や
、
南
の
国
、
木
々
は
み
の
り
、
花
は
咲
け
る
、
風
は
の
ど
か
に
、
鳥
は
、
歌
い
、

チ
ョ
ウ
舞
い
踊
る
、
な
つ
か
し
の
、
ふ
る
さ
と
、
帰
る
、
す
べ
も
な
し
」
〔

頁
〕

91

○
ロ
ボ
ッ
ト
女
性
「
ナ
ン
デ
モ
ア
リ
マ
セ
ン
ワ
。
イ
チ
ド
ゴ
ミ
ヲ
ブ
ン
カ
イ
シ
テ
、
糖
分
ヤ
タ
ン
パ
ク
質
ニ
シ
テ
、
ソ

レ
ヲ
合
成
シ
タ
食
物
デ
ス
カ
ラ
、
セ
イ
ケ
ツ
デ
ス
ワ
」
〔

頁
〕

113

○
醫
師
「
膿
腫
の
中
に
は
畸
形
膿
腫
と
い
う
や
つ
が
あ
り
ま
す
。
畸
形
膿
腫
と
い
う
や
つ
は
で
す
な
…
つ
ま
り
ふ
た
ご

で
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
を
ど
う
い
う
わ
け
か
一
方
の
胎
児
が
片
方
の
胎
児
の
か
ら
だ
の
中
へ
つ
つ
み
こ
ま
れ
て
し
ま
っ

て
、
そ
の
ま
ま
膿
腫
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
よ
」
「
こ
れ
が
膿
腫
み
た
い
に
な
り
ま
す
と
…
…
胎
児
に
な

る
は
ず
の
も
の
が
ば
ら
ば
ら
に
囊
の
中
へ
つ
つ
み
こ
ま
れ
た
ま
ま
腹
の
中
で
大
き
く
な
っ
て
い
く
の
で
す
」「
だ
か
ら
、

囊
を
や
ぶ
っ
て
み
る
と
、
粘
液
の
ほ
か
に
歯
の
か
け
ら
と
か
、
髪
の
毛
と
か
、
ひ
ど
い
の
に
な
る
と
、
手
や
足
ま
で
そ

っ
く
り
は
い
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
」
〔

頁
〕

167

○
浮
浪
者
オ
ッ
サ
ン
「
手
塚
虫
。
あ
だ
名
は
ガ
チ
ャ
ポ
イ
、
オ
チ
ョ
コ
チ
ョ
イ
。
ヒ
ス
。
オ
メ
デ
タ
ヤ
。
虫
マ
ニ
ア
。

天
文
マ
ニ
ア
に
し
て
メ
シ
よ
り
マ
ン
ガ
好
き
」
〔

頁
〕

277

○
ク
ス
ノ
キ
の
じ
い
さ
ん
「
（
人
間
の
こ
と
）
そ
ん
な
に
、
こ
わ
く
な
い
。
人
間
に
は
弱
味
も
あ
る
し
、
ち
か
ら
も
強
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く
な
い
。
だ
が
、
あ
な
ど
る
と
、
恐
ろ
し
い
敵
に
な
る
ぞ
。
人
間
を
見
つ
け
た
ら
動
か
な
い
こ
と
だ
。
わ
し
の
よ
う
に
、

た
だ
じ
っ
と
し
て
、
時
を
待
て
ば
よ
い
の
だ
。
お
ま
え
た
ち
の
か
ら
だ
は
、
わ
し
の
色
に
似
と
る
で
な
。
わ
し
に
、
ピ

ッ
タ
リ
く
っ
つ
い
て
お
れ
ば
、
人
間
は
、
目
も
は
な
も
、
弱
い
か
ら
、
気
が
つ
か
ぬ
」
〔

頁
〕

504

○
三
つ
目
く
ん
「
人
間
の
脳
み
そ
は
ト
コ
ロ
テ
ン
に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。
人
間
の
や
っ
て
る
こ
と
は
、
み
ん

な
、
わ
る
ヂ
エ
の
せ
い
だ
ろ
。
こ
の
ま
ま
だ
と
公
害
や
ら
事
故
や
ら
で
地
球
は
滅
亡
し
ち
ま
う
だ
ろ
。
人
間
が
み
ん
な

バ
カ
に
な
れ
ば
滅
亡
が
防
げ
る
だ
ろ
う
」〔

頁
〕

758


